キリスト者の使命1　　　　ベック兄(吉祥寺学び会、2004/01/13)
引用聖句：エペソ人への手紙4章13節-15節

13 ついに、私たちがみな、信仰の一致と神の御子に関する知識の一致とに達し、完全におとなになって、キリストの満ち満ちた身たけにまで達するためです。 

14 それは、私たちがもはや、子どもではなくて、人の悪巧みや、人を欺く悪賢い策略により、教えの風に吹き回されたり、波にもてあそばれたりすることがなく、 

15 むしろ、愛をもって真理を語り、あらゆる点において成長し、かしらなるキリストに達することができるためなのです。 

エペソ人への手紙6:10-17

10 終わりに言います。主にあって、その大能の力によって強められなさい。 

11 悪魔の策略に対して立ち向かうことができるために、神のすべての武具を身に着けなさい。 

12 私たちの格闘は血肉に対するものではなく、主権、力、この暗やみの世界の支配者たち、また、天にいるもろもろの悪霊に対するものです。 

13 ですから、邪悪な日に際して対抗できるように、また、いっさいを成し遂げて、堅く立つことができるように、神のすべての武具をとりなさい。 

14 では、しっかりと立ちなさい。腰には真理の帯を締め、胸には正義の胸当てを着け、 

15 足には平和の福音の備えをはきなさい。 

16 これらすべてのものの上に、信仰の大盾を取りなさい。それによって、悪い者が放つ火矢を、みな消すことができます。 

17 救いのかぶとをかぶり、また御霊の与える剣である、神のことばを受け取りなさい。 

人間は、共通して皆悩む者です。皆わかっているんですけれども、多くの人はうまく隠そうと思っているけれど、意味のないことです。人間は確かに悩む者です。大体一時的な問題のために悩んでいる人は多いのではないでしょうか。ご主人はあまりうまくいかない、子どもも問題を作る、経済的にもちょっと苦しい、あまり健康でないし･･･、やっぱり人間はいろいろなことで、悩んでいます。どうして悩みがあるのでしょうか？必要だから･･･。根本問題が解決されていないからなのではないでしょうか。

根本問題の解決とは、もちろんイエス様のものとなることです。結果として、変わらない喜びを得ることであり、あらゆる不安から、心配から、開放されるようになり、そして生き生きとした希望を持って、前向きに生活することができるのです。けれども、救われた者の生涯は、おもむくままの散歩ではなく、まさに闘いです。勝利の冠を得るための闘いです。今日からの題名は、そういうものじゃないかなあ！「勝利の冠を得るための闘い」、他の題名を付けてもいいでしょう。たとえば、「キリスト者の使命」という題名を付けても良いかもしれない。

人生において最も大切なことは、救い主をもつことです。すなわちイエス様を体験的に知ることです。救いの神を知るようになった人々の証しとは、次のようなものです。3,000年前にダビデ王は次のように言ったのです。

詩篇28:7

7 主は私の力、私の盾。私の心は主に拠り頼み、私は助けられた。 

2,600年前にイザヤは次のように言ったのです。

イザヤ書12:2

2 見よ。神は私の救い。私は信頼して恐れることはない。ヤハ、主は、私の力、私のほめ歌。私のために救いとなられた。 

救いとはものではない。救い主を持つことです。イエス様を生んだマリアは、次のように告白したのです。

ルカの福音書1:46-47

46 「わがたましいは主をあがめ、 

47 わが霊は，わが救い主なる神を喜びたたえます。 

救いの神を知ることによってはじめて、わたしたちはこの地上において、本当に満たされた生活を送ることができます。満たされた人生を送るためには、永遠の命、主なる神との平和、罪の赦し、したがって主イエス様が私を心配し、導き、そして守っていて下さるという確信が、生活の土台とならなければなりません。そして私たちが死んだあとは、永遠にイエス様と交わり、栄光をともにすることになるという確信こそが、最高の宝物なのではないでしょうか。いつまでも主イエス様と共になるという事実について考えると、確かに小さくなり、主を礼拝せざるを得なくなります。

このような人間の永遠の栄光というものは、新しく生まれ変わることによってはじめて可能となるものですから、そのことこそ私たちの人生において、最も大切なことに他なりません。けれども聖書は、新しく生まれ変わったばかりのキリスト者は、幼子のようなものであると言っています。例えばペテロは書、ペテロの手紙第Iの2章2節に次のように言ったのです。

ペテロの手紙第I、2:2

2 生まれたばかりの乳飲み子のように、純粋な、みことばの乳を慕い求めなさい。それによって成長し、救いを得るためです。 

ここで、乳飲み子はいつまでも乳飲み子の状態に留まっているのではなく、成長しなければならないということは、言わなくても明らかなことです。もう一箇所、

コリント人への手紙第I、3:2

2 私はあなたがたには乳を与えて、堅い食物を与えませんでした。あなたがたには、まだ無理だったからです。実は、今でもまだ無理なのです。 

今度はペテロではなく、パウロはコリントにいる人々に同じようなことを書くようになったのです。やっぱり悩みながら、苦しみながら書いたのではないかと思います。パウロは、コリントにいる信者に対して、乳飲み子にミルクを飲ませることだけしかすることができなかったのです。ミルクは、消化のために最も良い食料であるけれど、それは救いの基礎を形成するものに他なりません。

コリントにいる兄弟姉妹は、例えばエペソにいる兄弟姉妹や、コロサイにいる兄弟姉妹に対してパウロが書き送ったような性質の、ここの真理を理解することができなかったのです。このようにパウロは、多くの信者たちに対して、ちょうど母がその子どもを育てるようにふるまったのです。けれどもパウロの目的は、いつまでも乳飲み子の世話をするのではなく、信者たちが、全き人となることでした。ですから今読んでもらいました個所の中でパウロは、大人にならなければならないと書いています。

エペソ人への手紙4:13-15

13 ついに、私たちがみな、信仰の一致と神の御子に関する知識の一致とに達し、完全におとなになって、キリストの満ち満ちた身たけにまで達するためです。 

14 それは、私たちがもはや、子どもではなくて、人の悪巧みや、人を欺く悪賢い策略により、教えの風に吹き回されたり、波にもてあそばれたりすることがなく、 

15 むしろ、愛をもって真理を語り、あらゆる点において成長し、かしらなるキリストに達することができるためなのです。 

イエス様を持つことは、確かにすばらしいことです。けれどもそれだけでは決して充分ではありません。むしろイエス様が私たちを肉の中に置くことによって、私たちの主として私たちの全てを支配なさることが大切です。イエス様を知ることとは確かに恵みです。努力した結果ではない。けど、私たちがイエス様に用いられる器となるために、イエス様を私たちの主として、より良く体験的に知ることが大切です。

従って私たち信者は、全ての生活が、絶えずイエス様のために営まれているように、主に従っていかなければなりません。ですから、自分に与えられている生活の目的、また使命とはいったいなんなのでしょうか、と考えるべきなのではないでしょうか。別の言葉で表現すれば、私たちは永遠の勝利の冠のために生きていくことは大切なことであると言えるのです。

新約聖書の中では、この地上に於ける普通のいわゆる競争と、我々信ずる者の霊的・信仰的な闘いとが対比されています。従って、競争あるいは闘いは、我々の信仰を励ますためのものとして考えられているということがわかります。新約聖書の書かれた当時のギリシャ・ローマで行なわれたスポーツについて、ちょっと簡単に考えてみたいと思います。

その当時ギリシャ人は、ただ単に精神的な訓練だけでなく、肉体的な訓練をも重要なものと考えていたのです。『健全なる精神は、健全なる肉体に宿る』というように、一般に考えられていました。そのために、その当時のギリシャ人は、男も女も7歳になると、激しい運動をやらされたのです。小さい時からそのような訓練を受けたために、大人になった時にも非常に美しく健康な身体が形作られたのでした。

それが、その当時の彫刻などを見ればよくわかります。美と徳とは切り離すことのできないものであると、当時のギリシャ人の共通した考え方でした。従って、美しい心と健全な身体とが理想とされたのです。ギリシャ語以外の言葉では、良いものと美しいものとは区別され、別の表現でもって表されるが、ギリシャ語ではそれらの言葉が同じ表現から作られています。このようにギリシャでは、善と美とが理想とされましたが、これに対してローマでは、正義と力とが理想とされていました。それにもかかわらず、それぞれの違った理想は、共に法律によって達成されると考えられたのです。

けれども、ギリシャやローマのスポーツは、常に偶像礼拝と結びついていました。たとえば、オリンピック競技はゼウスの神の名誉のために行なわれたのです。別の競技は、コリントの近くで行なわれたために、海の神ポセイドンを称えるために開かれたのです。またある競技は、太陽の神アポロを記念するために行なわれたのです。オリンピアでは、中心にゼウスの祭壇が築かれており、全ての競技が終えられた後で、この祭壇の前に華やかな行進が繰り広げられたのです。

ローマでは、スポーツを始める前に、神々の偶像が車に乗せられて競技場を一回りすることが慣わしとされたのです。この競技はひじょうに有名なので、人々はいろいろなことをよく知っていました。従ってパウロもその競技についてはよく知っていたが、それが偶像崇拝であるために、彼は決してそれに参加したことも、また見たこともなかったでしょう。そのようなわけで、確かにこのスポーツは、偶像崇拝であったけれど、パウロは一つの例として、この競技を使って説明したのです。

けれどもパウロは、決して妥協したのではなく、初めから終わりまで、真理を証したのです。パウロは、ギリシャ人の考え方やローマ人の考え方をよく知っており、それらの人々にわかりやすく説明するために、このような例を用いたのです。パウロは、このような一つの例を用いて述べ伝えた福音は、イエス様が救い主であるということに他ならなかったのです。イエス様こそ、罪の債務と罪の力から開放される救い主なのであり、このイエス様を信じた人々は、新しい命を得ることができ、あらゆる問題を解決することができ、そして喜びと力とは与えられると、パウロは証したのです。

それだけではなく、主は勝利の生涯、すなわち栄光に満ちた永遠の目標と、生き生きとした望みとをわたしたちに与えてくださると、パウロは強調したのであります。ローマ人への手紙1章16節を見ると、彼は次のように書いたのです。

ローマ人への手紙1:16

16 私は福音を恥とは思いません。福音は、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、信じるすべての人にとって、救いを得させる神の力です。 

福音とは神の力そのものです。けれどもイエス様と結びついている時にだけ、この力が現れることを忘れてはなりません。聖霊がこの力を私たちに与えるように、とりなしておられます。けれども大切なのは、私たちがすべてを主に任せること、委ねることです。イエス様を信じることは、すなわち勝利の闘いを勝ち取ることを意味します。したがって私たちは、この力によって、主の目的である勝利の冠を得るために走ることを急がなければなりません。

このように私たちにとって、主イエス様から与えられた力を用いて、主の目的に向かって走ることは必要です。したがって、救われた者の生涯は、前に話したように散歩ではないまさに、勝利の冠を得るための闘いに他なりません。私たちは、自分自身の力によって闘うのではなく、主の恵みとあわれみによって与えられた、上からの力によって闘わなければなりません。
新約聖書の中には、ギリシャ・ローマ時代の競技のことが描かれているが、いったいこれは何のために書かれているのでしょうか。私たちにとっては、救われた者であるということだけでは充分ではないから、それは単に初めの第一歩にしかすぎません。むしろ永遠の戦いの目標が重要な問題です。そのためには、私たちは今まで以上にもっとイエス様を信頼し、イエス様にすべてを委ねなければならない。私たちは、真剣に、そして喜びに満ちて主に従って行くべきです。私たちは今までよりももっとイエス様に信頼し、イエス様にすべてを委ねなければならない。私たちは真剣に、そして喜びに満ちて主に従って行くべきです。

私たちは、主の証人として用いられなければなりません。したがって私たちは主のご目的をめざして走り、イエス様に於いて上に召してくださる主の勝利を得ようと務めるべきです。すべてこの世のものは、過ぎ行くはかないものです。ただ永遠なるものだけが、いつまでも存続するのです。そのために、永遠なるものを目指して、私たちは一生懸命にならなければなりません。したがって私たちはこのような信仰の闘いをする時、私たちが持っている霊的なエネルギーを全部出し切って、主のために生きなければなりません。
私たちが目指して走っている目標は、本当にすばらしい栄光に満ちているのです。私たちが忠実な主のしもべとして、最後まで奉仕するならば、それによって得られる報いは、考えられないほど大きいものです。生きておられるイエス様は、私たち信者に霊の力を充分に備えていてくださいます。イエス様は我々に大胆な証しする勇気と、信仰の確信と、確実なる勝利とを与えてくださいます。パウロが言ったように、信者の生涯とはいわば、組み打ちのようなものである。つまり悪霊に対する闘いであるとあります。前に読んでもらいましたところ、もう一回開きましょうか。

エペソ人への手紙6:10-11、13

10 終わりに言います。主にあって、その大能の力によって強められなさい。 

11 悪魔の策略に対して立ち向かうことができるために、神のすべての武具を身に着けなさい。 

13 ですから、邪悪な日に際して対抗できるように、また、いっさいを成し遂げて、堅く立つことができるように、神のすべての武具をとりなさい。 

別の言葉で言えば、競技場で走る競争のようなものです。同じくパウロは、ピリピにいる方々に次のように書いたのです。これも良く知られている個所です。

ピリピ人への手紙3:12

12 私は、すでに得たのでもなく、すでに完全にされているのでもありません。ただ捕えようとして、追求しているのです。そして、それを得るようにとキリスト・イエスが私を捕えてくださったのです。 

私たちは、このようないろいろな力に対して、霊の闘いをしなければならない。ある場合には救いのかぶとをかぶり、御霊の剣を持って、伏兵戦を行ない、またある場合には、火の矢が飛ぶ遠隔地の戦争を行なわなければならない。

エペソ人への手紙6:16-17

16 これらすべてのものの上に、信仰の大盾を取りなさい。それによって、悪い者が放つ火矢を、みな消すことができます。 

17 救いのかぶとをかぶり、また御霊の与える剣である、神のことばを受け取りなさい。 

そこでは、打ち砕かれた悪魔の要塞が問題となります。

コリント人への手紙第II、10:4-6

4 私たちの戦いの武器は、肉の物ではなく、神の御前で、要塞をも破るほどに力のあるものです。 

5 私たちは、さまざまの思弁と、神の知識に逆らって立つあらゆる高ぶりを打ち砕き、すべてのはかりごとをとりこにしてキリストに服従させ、 

6 また、あなたがたの従順が完全になるとき、あらゆる不従順を罰する用意ができているのです。 

私たち主の恵みによって救われた者は、その意味で戦士であると言えます。テモテへの手紙第IIの2章3節にパウロはその表現を使いました。

テモテへの手紙第II、2:3

3 キリスト・イエスのりっぱな兵士として、私と苦しみをともにしてください。 

イエス様のためにご奉仕することは、すなわち聖なる闘いです。主イエス様のしもべとして、証人として堅く立とうと思う者は、この闘いの意味を自ずから感じ取るはずです。私たちがイエス様と共に行こうとする時には、この世の未信者から強い攻撃を受けることが明らかです。なぜならば、それがイエス様を受け入れない者、すなわち生まれながらの人間の性質だからです。彼らは皆、口を揃えて反対します。イエス様の時代の場合もそうでした。

ルカの福音書19:14

14 この人に、私たちの王にはなってもらいたくありません。 

これこそ生まれつきの人間が語る言葉です。今まで私たちは、主に外面的な敵に対する闘いを考えて来ました。そこで次に、私たちの内面的な闘いについて、ちょっと考えたいと思います。ここで大切な、「成果」という言葉が多く使われるけれど、それは私たち人間が小さくなり、その代わりにイエス様ご自身の姿が大きくなることを意味します。したがって、いつかは古きものがなくなり、新しいものがもたらされることになります。

ヨハネの福音書3:30

30 あの方 

すなわちイエス様

ヨハネの福音書3:30

30 は盛んになり私は衰えなければなりません。 

この態度をとる者は自由になり、用いられます。信ずる者にとって、最も大切な聖書の個所とは、おそらく、ガラテヤ人への手紙2章20節でしょう。皆さん暗記しているかもしれないし、成長の秘訣を表す言葉です。

ガラテヤ人への手紙2:20

20 私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリストが私のうちに生きておられるのです。いま私が、この世に生きているのは、私を愛し私のためにご自身をお捨てになった神の御子を信じる信仰によっているのです。 

結局私はもうどうでもいい！大切ではない！内に住むイエス様が働くことができ、導くことができれば私は喜ぶと、パウロは決心したから大いに用いられるようになったのです。主の救いにあずかるようになった兄弟姉妹の中には、古い性質と新しい性質とあるが、それらの性質が･･･(テープ　A面　→　B面)

ガラテヤ人への手紙5:17

17 なぜなら、肉の願うことは御霊に逆らい、御霊は肉に逆らうからです。この二つは互いに対立していて、そのためあなたがたは、自分のしたいと思うことをすることができないのです。 

このような内面的な闘いは、私たちの肉体が存在している限り、絶えず行なわれるのです。しかしながら残念なことには、実際問題として、多くの救われた者は、これらふたつのものが対立しあうというよりは、むしろ妥協していい加減になってしまうことに慣れてしまっているのではないでしょうか。その結果は、聖霊の導きに対して鈍感になったり、優柔不断な態度のために証する力がなくなったり、この世のことばっかり考えたり、私たちの思いや望みがまったく塵にまみれてしまうことなのです。

このような、妥協した生活との別れは、早ければ早いほど簡単であり、徹底的にすればするほど良いことは言うまでもありません。私たち主の血によって買い取られた者は、常に競技をする者であるべきです。テモテへの手紙第IIの2章5節で、パウロは愛弟子であるテモテに次のように書いたのです。

テモテへの手紙第II、2:5

5 また、競技をするときも、規定に従って競技をしなければ栄冠を得ることはできません。 

ここで使われている競技の規定とか、定められたコースは、忠実に公正に守らなければならない約束のことを言うのです。例えばマラソンをする場合に、定められたコースを走らずに、楽をしようと思って最短距離を走ってゴールインしても、勝利の栄冠は得られません。これは地上の競技であるが、信仰の闘いにおいても、イエス様を全く信頼し、全てを主イエス様に委ねることが要求されます。

イエス様は、心からの献身を望んでおられます。決して妥協することは許しません。いずれにしても、古い性質と新しい性質とがごちゃごちゃになってしまうことは、退けられなければなりません。この闘いとは真剣な闘いであり、主に対する信仰をゆるがない心で持ち続け、主に従っていかなければなりません。使徒の働き11章23節でバルナバという男は、アンテオケまで行って、そして次のような態度を取ったのです。

使徒の働き11:23

23 彼はそこに到着したとき、神の恵みを見て喜び、みなが心を堅く保って、常に主にとどまっているようにと励ました。 

常に主に留まることこそが大切です。主と結びついていると、祝福があり、周りの人々も導かれます。このように私たちは、信仰生活の一面として、主のものになった兄弟姉妹の責任について考えました。そこでこれから信仰生活のもう一つの面について、考えるべきなのではないでしょうか。

確かに、自分の意志で決定することは大切であるが、主の力によらずに、自分の力で栄冠を勝ち取ろうとしたり、古い性質に対して闘おうとすることは、正しくないのです。ではいったい、主のものになった兄弟姉妹の目印となるものは何なのでしょうか。第1番目、主のみことばである聖書を愛し、それから2番目、信ずる者の主にある交わりを求め、また3番目、ことごとくに感謝を持って、祈りと願いとをささげることを、挙げることができます。また4番目、悪いとわかっている物事や人々から離れることも、主の勝利の現れなのではないでしょうか。

けれど残念なことに、多くのせっかく救われた兄弟姉妹は、自分の利益を考え、この世の愛を求め、他人に対して冷たくあしらったり、心が頑なであったり、生き生きとした祈りの力を体験することがなく、証しにも力がなく、みことばを尊重せず、罪に負けてしまうのです。いったい、このような状態からの逃れ道があるのでしょうか。もしもイエス様は我々の中で勝利を治めておれられるならば、同時に罪の力に対しても勝利を得ていることを意味するのであります。

ネヘミヤ記8:10

10 悲しんではならない。あなたがたの力を主が喜ばれるからだ。 

別の訳は、『主を喜ぶことは、あなたがたの力です。』と。すなわち、毎日の生活の中で勝利を得る力に他ならない。私たちが主イエス様を見上げ、主イエス様に従い、主イエス様に留まるならば、罪に対する勝利の問題は、実際に解決されることになります。その結果、私たちは喜んで光の中を歩むことができるようになります。

今まで述べてきたことを要約すると、先ず第1にしなければならないことは、勝利の栄冠を得るために、力を尽くして走ることであり、次に、主から与えられた恵みを素直に従順に受け取ることです。したがって、栄冠を得るために私たちは決して中途半端な、あいまいな態度を取るのではなく、すべてを主イエス様に委ね、イエス様に依り頼むことが大切です。最後に、いったい誰が勝利の冠を得ることができるのでしょうか、ということについてちょっとだけ考えたいと思います。

テサロニケ人への手紙第I、2:19

19 私たちの主イエスが再び来られるとき、御前で私たちの望み、喜び、誇りの冠となるのはだれでしょう。あなたがたではありませんか。 

このテサロニケという町にいる兄弟姉妹は、パウロの奉仕によって主に導かれただけではなく、主の恵みによって成長した者で、豊かな実を結ぶようになったから、パウロの喜びでした。これに反して、ひとりも主のみもとに導けなかった者は、どうして勝利の冠を得ることができるでしょうか。決してできません。

ギリシャ・ローマ時代の競技には、多数の観客が集まったのです。ツエルプスというローマの競技場では、パウロの時代に約25万人、それから4世紀になると、38万5千人の観衆が集まったと言われています。それに対して今日私たちの信仰生活の闘いは、ただ単に周囲の人々から見られているだけではなく、主イエス様をはじめとする、目に見えない世界からも見守られていることを忘れてはなりません。

ローマ時代の競争は、人間と人間との力を競い合うスポーツから、次第に人間と野獣との闘いに変わっていったのです。例えばライオンとの格闘は、はじめは犯罪者だけをやらせたのですが、ネロ皇帝の時代になると、主イエス様を信じる者に対しても闘わされ、ひどい場合には、イエス様を信じる者に油をかけて火をつけるなども、平気で行なわれたのです。パウロは、ローマ人への手紙16章の中で、25人の兄弟姉妹の名前を挙げて、それらの人々について語っています。

パウロは先ず3節と9節で、「キリスト・イエスにある私の同労者」と言い、次に5節と8節と9節と12節に、「主にあって愛する兄弟姉妹」と言い、それから7節、「私といっしょに投獄されたことのある兄弟」と言い、10節、「キリストにあって練達の兄弟」とも言い、さらに13節、「主にあって選ばれた兄弟」とも言っています。

ここで名前を挙げられた兄弟姉妹の大部分は、疑いもなくパウロと同じように迫害され、殺されてしまったのです。この手紙が書かれてから6年位経って、特にローマを中心として、主イエス様のものになった兄弟姉妹に対する大きな迫害が始まったのです。しかしながら、そのような大きな迫害にかかわらず、これらのキリスト者は少しも死を恐れることなく、静かなうちにもイエス様を信じる喜びをもって、その苦しみを甘んじて受けたのです。

けれども残念なことには、それと反対に、迫害や死を恐れたために信仰から離れ、ダメになってしまった信者もありました。たとえばレツイウス皇帝の時に行なわれた迫害について、その当時のことを記している古文書の原典は次のように言っています。「72歳になる老人は、皇帝の命令に服従して、偶像崇拝を行なってしまった。つまり彼は主イエスのことを思わず、人のことを思ったために、この世と妥協して、信仰から離れてしまったのです。その当時のローマの秘密警察は、その老人が偶像崇拝をしたことを見たというふうに、証明している。」

この古い文書が記していることは、何という恐るべき悲劇なのではないでしょうか。あるキリスト者は、主イエス様を拒んでこの世と妥協し、殺されないために、自分が本当に偶像崇拝をしているところを役人に見てもらい、それを公に証明してもらったのです。このことは、私たち現在のキリスト者が行なう証しと、どのような関係を持っているのでありましょうか。いったい私たちの信仰とはどういうものでしょうか。マタイの福音書10章32節、33節を見ると次のように書かれています。

マタイの福音書10:32-33

32 ですから、わたしを人の前で認める者はみな、わたしも、天におられるわたしの父の前でその人を認めます。 

33 しかし、人の前でわたしを知らないと言うような者なら、わたしも天におられるわたしの父の前で、そんな者は知らないと言います。 

全ての主イエス様のものとなった、兄弟姉妹の持っている使命とは、まさにイエス様ご自身を証することに他なりません。イエス様が我々の中で大きくなればなるほど、私たちも真剣に主イエス様を証せざるを得なくなります。つまり私たちが外に向かって証をするということは、全てイエス様との関係にかかっています。私たちが聖霊によって満たされれば満たされるほど、救われている事実を、感謝と喜びを、ひとりでも多くの人に告げ知らせたいという気持ちが強まって来ます。私たち一人一人が、主イエス様は私たちにとっていかなる意味を持っているかを、明らかにしなければならない。

主イエス様のものとなった兄弟姉妹にとって、証しをするということは、誰にもできることです。そして証しをするということは、どこでもできることです。言葉や行いでもって証しをするということは、その人の関係が良いとか悪いとかいうこととはまったく関係がありません。イエス様が我々の心の目を開いてくださることができれば、私たちはその時こそ、感謝と喜びとを持って大胆にイエス様を証しすることができるのです。けれど、証しするということは常に闘いと結びついています。信仰の道は、闘いと献身を通して進むが、その結果は、すばらしい栄光に満ちた勝利の生涯であります。

キリスト者の使命２、人に仕える奉仕　

                       ベック兄(「集会広場」から転載)

引用聖句：民数記8章14節、16節、24節

14 あなたがレビ人をイスラエル人のうちから分けるなら、レビ人はわたしのものとなる。 

16 彼らはイスラエル人のうちから正式にわたしのものとなったからである。すべてのイスラエル人のうちで、最初に生まれた初子の代わりに、わたしは彼らをわたしのものとして取ったのである。 

24 「これはレビ人に関することである。二十五歳以上の者は会見の天幕の奉仕の務めを果たさなければならない。 

今日もキリスト者の使命について考えたいと思います。救われた人々は結局、みな一つの使命を持っています。いつも言われることですけど、救われた人々は、救われるためだけに救われたのではなく、用いられるために、主の道具となるためです。

救われることとは、もちろん一つの宗教に入ることでもないし、もちろんキリスト教という宗教を持つことを意味しているのではありません。大切なのは、キリスト教、キリストの教えというものよりも、イエス・キリスト御自身を知ることです。人間は、一つの教えを知ることによって、信じ込むことによって救われないからです。人間を救うことができるのは、神の救い主なるイエス・キリストだけです。

救われることは、したがって何かを経験することを意味しているのではないし、一つの教えを理解することでもありません。結局、救いとはなんであるか、ハッキリ説明できる人間はいないのではないかと思います。説明することができれば、理解することができることであり、そうすると頭の良い人は、みな先に救われるようになるからです。決してそうではありません。

救われた人とは、何を証しすることができるかといいますと、「わたしの罪、わがまま、過ちは偉大なる神によって赦されたのであり、わたしは永久的に受け入れられている者です。今晩死んだとしても、必ず天国へ行くようになる。」と言うことです。本人は、どうしてこの確信を得たのか、もちろんハッキリ掴めないでしょう。けれどもこの確信から離れられないことは、素晴らしい事実ではないでしょうか。

引用聖句の箇所を見ると、レビ人についていろいろなことが書いてあります。レビ人というのは、もちろん救われた人たちだったのです。イスラエルの民に属する人々だったのです。イスラエルの民に属する人々は、結局みな、自分たちの代わりに流された小羊の血の聖める力、解放する力を体験的に知るようになった人々だったのです。彼らは、「我々は神の恵みによって救われた、解放された。」と、みな告白することができた人々だったのです。けれども彼らにとって大切だったのは、救われることだけではなく、用いられることです。そして彼らは、本当に主を証しする証人だったのであります。

先日もちょっと言いましたように彼らは、いわゆる会見の天幕を、契約の箱を担う努めをする人だったのです。16節を見ると、全く神に捧げられている人はレビ人だったのですし、14節見ると主は、彼らは私のものだと言われたのです。救われるということは、主のものとなるということです。主に属することが真の救いであります。そしてレビ人たちは、一つ残らず全てを主にお捧げした人々だったのです。全てを主に捧げ尽くした、このレビ人こそ、主の栄光をあらわすことのできる模範の人々といわねばならないのではないかと思います。

いわゆる契約の箱とは、主の臨在をあらわすものだったのです。そして彼らは、この契約の箱を運ぶ者たちだったのです。結局イスラエルの民は、主の臨在の雲の柱が上がった時、今まで留まっていた所から出発し、そしてこの臨在の雲に導かれ、この雲が再び留まった所で民たちも留まったのです。

先頭にいた人たちは、いつもこのレビ人だったのです。彼らは、神の臨在の雲が留まった所には、素直にそこに留まったのです。どうしてであるか、もちろん分からなかったのです。けれどもこれこそが、主の御心であるから彼らは、素直に従ったのです。それがどんなにすごしにくい場所であっても、また、見る目に良くない場所であっても、導きのままに留まったのです。これを通して彼らは、本当に主に仕える人々だったのです。

彼らの一つの大切な特徴は何であったかといいますと、主なる神に対する礼拝だったのです。彼らの生活そのものを通して、主はあがめられ、礼拝されるようになったのです。前回、礼拝の内容について、意味について一緒に考えたのですけど、今日、もう一つ別の特徴について考えたいと思うのです。すなわち、このレビ人の第二番目の特徴は、奉仕でした。仕えることでした。

イエス様も自分のことについて、「私は、仕えられるためではなく、仕えるために来たのです。」と言われました。奉仕とは、このレビ人の奉仕とは、我々の奉仕とは、いったいどういうものであるべきでしょうか。ヨハネの福音書6章29節に一つの答えが書き記されていますが、すなわち、イエス様は、次のように言われました。

ヨハネの福音書6:29

29 イエスは答えて言われた。「あなたがたが、神が遣わした者を信じること、それが神のわざです。」 

と書いてあります。神に対する御奉仕とは、すなわち信じることであると、この箇所を通して言えるのではないかと思います。不思議な御奉仕の定義だと思います。真の奉仕とは、信仰の表れであるべきです。たとえ私たちが、全生涯を捧げ、持っている全てのものを捧げたとしても、信仰がなければそこには、御奉仕もありません。ヘブル人への手紙の著者は、11章6節に次の様に書いたのです。よく知られている大切な箇所です。

ヘブル人への手紙11:6

6 信仰がなくては、神に喜ばれることはできません。 

信仰について考えると、一つだけ覚えたら一番分かりやすいと思うのです。「信仰とは、一つの教えを信じること、理解することじゃなくて、イエス様とつながっていることです。」イエス様とつながっていない人は、決して信じられないからです。
ここで、信仰がなくては、神に喜ばれることはできません。神に近づく者は、神がおられることと、神を求める者には報いてくださる方であることとを、信じなければならないのです。

イエス様に出会った人々はみな、一つの切なる願いを持っていると思います。すなわち主に喜ばれたい、良い子になりたい、主に用いられたい気持ちを持っているのであります。

ここで大切なのは、信仰がなくては、神に喜ばれることはできません。喜ばれようと思えば、主に頼りなさい。御言葉だけ頼りなさい。立派になり、聖書研究し、熱心にあれとこれをやりなさいということではなく、ただ素直に、主に頼りなさいということです。信仰がなくては、主なる神に近づくことは無意味です。同じように信仰なくして、御奉仕することも無意味です。

けれど、主を信じることは、何を意味しているのでありましょうか。主に奉仕するということは、信仰の働きです。もしこれが、神の御心であると確信するなら、惑わず、ためらわず、前進することができます。このように主にゆだね、任せきることが真の信仰です。何かを始めるにあたり、はじめは不安です。自分に何の力もない。自分の弱さ、みじめさ、無力さをよく知っているからです。けれどもやっているうちに効果があらわれて来ます。結果が希望的に見えて来ます。そのうちに自分は、できると思い込んでしまいます。これは、危険です。

我々の奉仕は、瞬間瞬間、一秒一秒、主を見上げ、主に寄り頼みすがっていく奉仕でなくては役に立たない者です。いろいろな経験をし、なされていても、どんなに年功を積んでも、まったきへりくだりを持って、ただひとり全てを知りたもう、全てをなしたもう主に、時事刻々寄り頼んでいなければなりません。信仰を持つことは、それなのです。

旧約聖書を読んでいきますと、このレビ人は驚く程たくさんの奉仕をなしたことが分かりますけど、このレビ人たちは、御奉仕に自分の力、自分の能力に寄り頼まないで、ただ主の力に寄り頼んでしたことが分かります。我々の御奉仕も、信仰の表れでなければなりません。もしそうするなら、どんな小さなことも本当の奉仕になります。

パウロは、コロサイ人への手紙3章23節に次のようなことを書いたのです。奉仕する者の心構えとは、どういうものであるべきかと。

コロサイ人への手紙3:23

23 何をするにも、人に対してではなく、主に対してするように、心からしなさい。 

何をやるのか、それは別に問題ない。どういう気持ちで、どういう動機で、心構えでやるのかが、問題なのです。

コロサイ人への手紙3:23

23 何をするにも、人に対してではなく、主に対してするように、心からしなさい。 

そして似ている箇所は、

コリント人への手紙第I、10:31

31 こういうわけで、あなたがたは、食べるにも、飲むにも、何をするにも、ただ神の栄光を現わすためにしなさい。 

神の栄光があらわされなければ、結局、全ては空しい努力です。あなたがたは、結局何をしても、ただ神の栄光をあらわすためにしなさい。自分は誤解されても、憎まれても神の栄光があらわされるように、切に主に頼りなさいと。

真の奉仕とは、ここでも書いてありますように、主の栄光のあらわれることです。それがなんであれ、信仰を持って御栄えのためにやるなら、真の奉仕です。主が語りかけてくださった、その答えとして何ごとでもするなら、それは真の奉仕です。自分の考え、自分の伝統に捕われず、ひたすらただ主に寄り頼み、すがって歩みたいものです。私たちの生活が、全く主の御支配の元に入っていることを証しするために、我々の全生活を主に捧げたいものです。

主の栄光を明らかにするために、主、御自身が全ての誉れを受けることこそが真の奉仕の目的です。結果です。けれど、我々は、自分の奉仕を成し遂げるために、もちろん力が必要なのです。いかなる迫害にあっても、あふれる喜びが、また、いかなる無理解の中に合っても、たえざる平和が必要です。ですから、使命を成し遂げる力とは、このような絶えざる喜び、いつまでも続く平和です。喜びがなければ、平和がなければ、力はないのは当然です。

使命を成し遂げるための力とは、もちろん聖霊です。イエス様を信じ受け入れた人は、みな、例外なく聖霊の宮であると書いてあります。ローマ人への手紙8章9節の後半だけちょっとお読みします。いつもよく引用する箇所です。救いについて考えるとこの箇所は、どうしても大切なところじゃないかと思うのです。

ローマ人への手紙8:9

9 キリストの御霊を持たない人は、キリストのものではありません。 

結局大切なことは、キリストの御霊を持つことです。聖書研究していろいろな頭の知識を得ることよりも、キリストの御霊を持つことです。

多くのいわゆる聖書学者たちは、無神論者です。聖書の知識は確かにあります。けれども、キリストの御霊を持たない人は、決して救われていません。イエス様は、我々に溢れ出る程、豊かないのちを得させるために来られたと聖書は言っています。「私は、豊かないのちを得させるために来た。私は、一つの宗教を作るのではなく、私は、なかなか良い教えを伝えるために来たのではなく、私は、いのちを得させるために来た。」とイエス様は言われたのです。

多くの人は、やっぱり正しい教えこそが大切だと考えていますけど、決してそうではありません。多くの律法学者たちは、正しい教えを持っていました。イエス様は、確かに言われたのです。「彼らの教えていることは、正しい。」と。けれども、彼らはへりくだっていなかったし、頭を下げたくなかったから、決して救われていなかったのです。ですから、正しい教えがあるかないかよりも、大切なことは、いのちがあるかないかと言うことなのです。主が働くことができるか、できないか。真の喜びがあるか、ないかと言うことです。

イエス様は、豊かなるいのちを得させるために、この世に来てくださったと聖書は言っています。豊かないのちを持つ人は、証し人であり、そういう人を通して主は、栄光をお受けになります。けれど多くの信じる者は、イエス様に対する信仰と愛があまりにも小さいので、何か起こるとすぐにぐらついてしまいます。ヨハネの福音書の4章で、イエス様はメチャクチャな生活をした、いわゆるサマリヤの女に、非常に素晴らしい言葉を言われたのです。

ヨハネの福音書4:14

14 しかし、わたしが与える水を飲む者はだれでも、決して渇くことがありません。 

決して渇くことがないことは、本当に満たされていることです。喜びに満たされていることです。神の平和によって守られていることです。

ヨハネの福音書4:14

14 わたしが与える水は、その人のうちで泉となり、永遠のいのちへの水がわき出ます。 

我々のうちに泉を持つことは、主の意図されるところです。私たちは、このような学び会をすることは、もっと聖霊をもらうことではありません。頭の知識を得るためでもありません。私たちは、すでに信じる者としてイエス様を受け入れた者として聖霊を宿しています。我々は心に従って、泉を持っているから水を探しに行く必要はない。

キリスト者は、イエス様を信じ受け入れた人は、めいめいまったき欠けたところのない聖霊を宿しています。聖霊は、人格者です。聖霊を部分的にもらうことは、ありえないことです。けれども多くの信者は、つまった管のようで、その中を通って流れません。聖霊は、我々のうちに少しだけではなく、完全に満たされることだけができるのです。

信じている者は、聖霊を宿しています。聖霊は、どのような割り合いで与えられるのでありましょうか。それは、流れるように与えられるのです。イエス様は、聖霊について使徒の働きの1章8節に次のように言われたのです。ここでもイエス様は、キリスト者に与えられている使命について、そしてこの使命を果たす秘訣について次のように言われたのです。

使徒の働き1:8

8 しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにまで、わたしの証人となります。 

聖霊に満たされることと、主の証し人として用いられることは同じです。これはイエス様の言われた約束であり、イエス様の最後のお言葉でした。それから後イエス様は、天にお帰りになり、父の右の座しておられるようになったのです。そしてイエス様は、ここでハッキリとキリスト者の使命について、エルサレム、ユダヤ、サマリヤの全土、および地の果てにまで、私の証人となるべきであると言われたのです。

信じる者の使命は、自分の信仰を守だけではなく、もちろん家族の救いのために、親戚、友人たち、知り合いの救いのために戦うことであり、祈り続けることです。ここで全世界に福音が、信じる者によって伝えられなければならないと書いてあります。もし私たちが、大胆な証し人でなかったら管がつまっているのです。すなわち私たちは、何か役割を演じたく思ったり、傲慢であったり、嫉みを持ちイエス様との交わりをおろそかにしているからです。へりくだりましょう。管が通りよくなるためです。

前に言いましたように、キリスト者はみな、自分に与えられている使命を成し遂げるための力を持っています。聖霊の宮となったからです。けれども非常に大切なことは、この事実を信じること、そのために感謝することです。信仰の現れは、いつも感謝することです。むしろあなたが、「イエス様、わたしはあなたの救いを信じます。」と言ったところでその人は、はたして救われているかどうか分からないと思います。けれども、もし「救われたことを感謝いたします。」と言うと、ちょっと違うことになります。

感謝することは、いつも信仰の現れです。ですから聖霊が、我々に満ちあふれていることを感謝することは大切です。あなたが、それを感じても感じなくても、感謝して下さい。イエス様の弟子たちは、聖霊に満たされたのです。その結果は、聖書によると彼らが力強く証しした、福音を宣べ伝えたと書いてあります。

罪について、世の人の目を開くために、聖霊が与えられたのです。それを弟子たちは経験したのです。多くの人は、その時「兄弟たち、私たちはどうしたら良いのでしょうか。」と叫ぶようになったのです。彼らは、ただ、イエス様のことを宣べ伝えたのです。救いとは、どう言うものであるか、別に説明しようとはしなかったのです。彼らはイエス様を宣べ伝えた結果、「兄弟たち、私たちはどうしたら良いの。」という叫びだったのです。

コリント人への手紙第Iの6章19節、20節をもう一回ちょっと読みましょうか。みな、暗記している箇所だと思います。例えば、聖書の中で一箇所読むと、時々助けになるのは、この言葉は誰に書かれたのかということなのです。この言葉は、めちゃくちゃな教会に書かれた言葉なのです。自分はどうでも良い、主だけが栄光になれば良いじゃないか。そういう態度を取れば一変に全部変わったのですけども、彼らは、自分、自分のことしか考えてなかったのです。だからパウロは次のように言ったのです。

コリント人への手紙第I、6:19-20

19 あなたがたのからだは、あなたがたのうちに住まれる、神から受けた聖霊の宮であり、あなたがたは、もはや自分自身のものではないことを、知らないのですか。 

20 あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。ですから自分のからだをもって、神の栄光を現わしなさい。 

「あなたがたは、知らないのですか。」と、パウロは彼らに聞いているのです。彼らは、それをもちろん間違いなく忘れてしまったのです。私たちは、それを知っているのでありましょうか。イエス様を信じる者として、聖霊があなたの内に宿り、あなたは永遠の聖霊の宮であるということを本当に考えているのでありましょうか。この事実を意識しながら生活する者でありましょうか。聖霊は、あなたの生活でどんな役割を演じているのでありましょうか。あなたは、聖霊の宮として、存在、目的を持っています。

今日多くの人々は、キリスト者も大きな孤独を嘆いています。たとえ親しい人との交わりを持っていても、孤独は去りません。どうしてでしょうか。なぜならば孤独は、もっと深いものであるからです。その人の最も深い悩み、および最終的な問いの中に見えるのですから。どうして孤独なのかと言いますと、神の慰め人である聖霊が役割を演じていないからです。

聖霊に与えられてる名前は、慰め人です。だから聖霊は、あらゆる人間の、あらゆる心を慰めることができ、力づけることができるのです。人々は、聖書を学ぶことができないと嘆きます。聖書は、その人に語りかけないと言います。どうしてでしょうか。何故ならば、それは神を教える方が、すなわち、我々の内にある聖霊を本気にとらず、聖霊に耳を傾けないからです。聖霊は、自由に働くことができないからです。

また、多くの人にとって祈りの生活は、おおいなる苦しみです。どうしてでしょうか。我々は、自分から祈りを出そうと努め、自分で祈りを作ろうと思い、聖霊を考えないからです。ローマ人への手紙8章26節に、聖霊がどのようにして与えられたかの、一つの使命、目的についてパウロは次のように書いたのです。

ローマ人への手紙8:26

26 御霊も同じようにして、弱い私たちを助けてくださいます。私たちは、どのように祈ったらよいかわからないのですが、御霊ご自身が、言いようもない深いうめきによって、私たちのためにとりなしてくださいます。 

パウロは、決して超人間ではなかった。パウロと同労者を含めて、彼らは何と言ったかと言いますと「弱い私たち、私たちは分からない。」と言っているのです。私たちは弱い者であるから、私たちは分からない者であるから、だから聖霊が与えられたのです。

多くの人は聖霊の助けを退け、そして結果、弱くなっているのであります。結局、多くの人たちは、コリントの信者もそうだったのですけど、彼らはいつも自分のことについて、自分の内面、生活における悩みについて考えるのです。けれども私たちは、聖霊の悩みについて考えたことがあるのでしょうか。我々のうちにいる聖霊の悩みについて考えるべきではないでしょうか。それは私たちの内に住み、そしてどうしても働きたいと思っている聖霊の悩みは、考えられない程大きなものではないかと思うのです。

我々の身体は、聖霊の宮であるということが、深く我々の心を捕らえているのでありましょうか。聖霊は、あなたにどんな種類の場所を見い出しているのでありましょうか。あなたは、自分の身体を聖霊の宮であるということをハッキリ知り、たぶん今日が初めてかも知れませんが、あえてそのことを感謝して下さい。それからあなたが、聖霊にどのような住まいを提供していたかを見て見なさい。たぶん、すぐに徹底的な大掃除を始めなければならないかも知れないのです。聖霊を悩ませ、聖霊を苦しませ、聖霊をため息つかせ、妨げているものを、みな取り去られなければなりません。すなわち、不従順、憂鬱な心、あらゆる傲慢、あらゆる利己主義、あらゆる臆病、また、不信仰が取り去られなければなりません。
イエス様を信じ、イエス様を受け入れた人たちは、結局、聖霊の宮になることによって、力と喜びと勝利の生活に達する可能性を持っています。けれどもそれは、これらの可能性を妨げられ、制限される時、もちろんそれは、嘆かわしい光景です。聖霊は、働くことができず、このような信者の中でため息をつき、自由になることを願っています。そのような信じる者たちは、雲雀のようなものです。雲雀は、空高く飛ぶことができますけど、短い糸で雲雀を結び付けられるなら飛ぼうとしても再び地に落ちてしまいます。雲雀のあらゆる努力は、空しいのです。糸が、断ち切らなければなりません。

聖霊が我々の内に働く自由を持っていて、私たちが、聖霊に完全に明け渡していたら、その時初めて、私たちは、自分に与えられている使命を成し遂げることができます。というのは、その時の聖霊の働きとは、いったいどういうものなのでありましょうか。

ヨハネの福音書15:26-27

26 わたしが父のもとから遣わす助け主、すなわち父から出る真理の御霊が来るとき、その御霊がわたしについてあかしします。 

27 あなたがたもあかしするのです。初めからわたしといっしょにいたからです。 

と書いてあります。この箇所を見るとある程度まで、我々に与えられてる使命と、聖霊の使命は似ているものではないかと思うのです。「私が父のもとから遣わす助け主、すなわち、父から出る真理の御霊が来る時、その御霊が、私について証しします。そしてあなたがたも、証しするのです。」と、ここでハッキリ書いてあります。

結局ここで二つの事柄が、言われています。すなわち聖霊は証しをし、あなたたちも証しすると言うことです。イエス様は、聖霊の使命をハッキリとまとめられました。ヨハネの福音書16章14節に「聖霊は、私の栄光を現わす。」と、「御霊は、私に栄光を得させる。」これは聖霊に与えられている使命です。イエス様だけが、中心になるように。結局、聖霊が我々信じている者を通して、イエス様の栄光を得させたいのであります。他の言葉で言いますと、私たちは、イエス様が歩んだように歩むべきです。

ヨハネの手紙第I、2:6

6 神のうちにとどまっていると言う者は、自分でもキリストが歩まれたように歩まなければなりません。 

もちろん、クリスチャンらしい生活を送ろうと思っても、決してうまく行きません。人間は、いくら努力してもダメなのです。だから信仰がなくては、神に喜ばれることはない。自分はできないから、だから聖霊が与えられているからです。自分はダメだから、意識して主に頼らなければならないということです。そして我々は、イエス様にあって、神が赦されたように、赦すべきであると書いてあります。

エペソ人への手紙4:32

32 お互いに親切にし、心の優しい人となり、神がキリストにおいてあなたがたを赦してくださったように、互いに赦し合いなさい。 

世界一の健康人でさえも、「何があっても絶対許さん。」という態度を取ると必ず病気になります。肉体的にも精神的にも、おかしくなります。「どういう問題があっても許さん。」という態度とることは、決して問題の解決になりません。もちろん自分の力でできないのは、決まったことです。だから聖霊が与えられているのです。だから、意識して主に頼らなければならないのです。

クリスチャンらしい生活ができるのは、イエス様しかできません。だからこそ、ヘブル人への手紙に「信仰がなければ、神に喜ばれることはできない。」と書き記されています。エペソ人への手紙5章2節と関係があります。すなわち、「私たちは、キリストが愛されたと同じように愛すべきだ。」と書いてあります。

エペソ人への手紙5:2

2 また、愛のうちに歩みなさい。キリストもあなたがたを愛して、私たちのために、ご自身を神へのささげ物、また供え物とし、香ばしいかおりをおささげになりました。 

ここでもハッキリ書かれていることは、我々は、キリストが愛されたと同じように愛すべきであること。なんという、キリスト者に与えられている使命でありましょうか。以上のことを達する道は、もちろんただ一つだけです。すなわち、イエス様ご自身が聖霊によって私たちの内に住み、イエス様の特質が、我々の内に宿るということです。

キリストだけが、キリストの特質を持っています。もしイエス様が、聖霊によって、我々の内に宿っておられるならば、私たちの存在のいかなる小さな点からでも、イエス様は、現れておられるはずです。いかなる言葉の内にもキリストが居り、いかなる光景、いかなる動作、またいかなる行いの中にも、キリストが居るはずです。そこで聖霊は、自分の目的を達し、私たちを通してキリストの栄光を現わし得るのです。最後にもう一箇所だけ読んで終わりましょうか。

使徒の働き10:38

38 それは、ナザレのイエスのことです。神はこの方に聖霊と力を注がれました。このイエスは、神がともにおられたので、巡り歩いて良いわざをなし、また悪魔に制せられているすべての者をいやされました。 

もちろん聖霊は、今日でも、今この地上の信者たちの内を歩き、そして信者たちを通してよい働きを、大いなる業をしようと切に願っておられます。

聖霊は信じる者の手より、他の手を持っていません。

聖霊は信じる者の足より、他の足を持っていません。

聖霊は、イエス様の栄光を現わすために、救われた人々の唇より、他の唇を持っていません。

結局私たちは、小さな悩みにしばしばおかされます。私たちは、できるだけ安楽に争いなくこの世を送りたいと、いかに思っていることでしょう。けれど聖霊は、いかなる関わりにおいても、我々を通して、イエス様の栄光を帰せたく思っており、私たちが、私たちの力では耐えることのできないような困難な状態が、最もよくイエス様に栄光を帰することができるのです。

本当に、少し静かに、自分の生活を主の前に照らし、考える必要があるのではないでしょうか。聖霊は、邪魔されることなく、我々の生活の内にイエス様の栄光を帰すことができるのでありましょうか。この問いについて、考える必要があるのではないかと思います。聖霊は、イエス様の栄光を明らかにしよう、現わそうと切に願ってあられます。けれどもそのために、聖霊は、信じる者一人一人を道具として、器として用いようと望んでおられます。

キリスト者の使命３、悪の霊に対する戦い　

                   ベック兄(「集会広場」から転載)

引用聖句：民数記8章14節、16節、24節

14 あなたがレビ人をイスラエル人のうちから分けるなら、レビ人はわたしのものとなる。 

16 彼らはイスラエル人のうちから正式にわたしのものとなったからである。すべてのイスラエル人のうちで、最初に生まれた初子の代わりに、わたしは彼らをわたしのものとして取ったのである。 

24 「これはレビ人に関することである。二十五歳以上の者は会見の天幕の奉仕の務めを果たさなければならない。 

今まで学んできたテーマ、すなわちキリスト者の使命というテーマについて、今日はもう一回一緒に考えてみたいと思います。主の目的は、今まで学びましたように、一人でも多くの人が真の救いにあずかることです。永遠の命をもつことができ、毎日安心して生活することができ、生き生きとした希望をもって、死に向かうことができる。そしてもちろん死後、永遠の喜びの泉であられる神とともに過ごすこと、これこそが、主の目指すところであります。

けれどもそれだけではなく、救われた人を通して、主は御自分の御臨在、御栄光を現そうと切に望んでおられるのです。すなわちイエス様を信じ、イエス様を受け入れた人々を通して、主は働こうと望んでおられます。内に住んでおられるイエス様こそ生まれ変わった証拠です。すなわち、周りの人々は、我々の内にイエス様が住んでおられるのに気付くはずです。そのように、実をもってイエス様を証しして初めて、主の証し人と言えると思います。

そして、読まれました箇所をみますと、会見の幕屋で働き、いわゆる契約の箱を担う務めをしたレビ人たちこそが、証し人だったのです。彼等は、全く主に捧げられていたことを前に読んだ箇所で知ることができます。一つ残らず全てを主にお捧げしたのが、当時のレビ人だったのです。すべてを主に捧げ尽くしたレビ人こそ、主の栄光を現すことのできる模範の人々でした。

レビ人には、三つの特長があります。

第一番目は、神に対する礼拝です。

第二番目は、人に仕える奉仕です。今まで、この二つの点いついて学びました。

第三番目は、悪の霊に対する戦いです。

レビ人は、この三つの特長を持っていました。この三つのことは、このまま我々の日々の生活に、主が求めておられることなのです。礼拝とは何でしょうか。父ならび御子イエス様の偉大さを認め、いかに尊い方であるかを心から言い表すのが礼拝です。もっともっと心の目が開かれ、主がどんなに素晴しく、偉大なお方であるかを見させていただきたいものです。

主の偉大さに心の目が開かれることは、礼拝にとって本当に必要なことです。偉大さがわかればわかるほど、真の礼拝ができ、礼拝すればするほど主の偉大さが見えてきます。我々の生活の真ん中に、主に対する真の礼拝がなされているのでありましょうか。私たちは、なるほど主の恵みによって救われた者です。けれどもこの世に生活する者として、礼拝する者として、毎日毎日過ごしているのでありましょうか。主なる神はあまねく全地をみまわし、心を全うして礼拝する人々を切に望んでおられるのです。

結局神に対する真の礼拝は、我々の生活の第一の場所を占め、礼拝が我々の全生活を支配していなければなりません。あなたは、ただ救われるために救われたのではなく、あなたによって主なる神が礼拝の中心になるように、これこそがあなたの生活の使命なのです。礼拝は、主なる神が、あなたにあって全てとなられることなのです。

主は、我々の心のうちにどれほどの価値をもっているかが問題です。主は、我々のためにいかほどの価値があるのでしょうか。主が、私たちにとって真に尊い方であれば、あまりに良いというものが一つもありません。あまりに高いと言うものも一つもありません。私たちのあらゆるものは、それが最も深く、最も素晴しくあっても主に対して捧げます。

主は、かつてペテロに「あなたは、私を愛するか」と尋ねたのでありますが、もちろん、今日も同じように「私を愛するか」と聞いておられます。前に私たちは、新訳聖書に出てくるベタニヤについて考えたのですけれども、ご存知のようにベタニヤは、おのおの違った特長を持った三人の兄弟姉妹、すなわちマリア、マルタ、ラザロの住んでいるところでした。そしてイエス様は、いつも好んでこのベタニヤに来られて、いつも三人の兄弟姉妹をお訪ねになったのです。そこでお休みになり、また食事を取ったりされました。いつも、楽しみにしてベタニヤを訪れたイエス様だったのです。

イエス様は、どうしてそんなにベタニヤを愛されたのでありましょうか。その第一の理由は、今話したことです。ベタニヤで本当の意味でイエス様は、礼拝されたのです。イエス様は、本当の意味で愛されたのです。主にマリアの特長は、この真の礼拝ではなかったのでしょうか。彼女は生涯、イエス様を愛し貫きました。非常に値の高い菜種油をイエス様に降り注ぐことによって、実に高い、聖い主に対する愛を示したのです。

ベタニヤは、主に対する愛が満ち溢れていたところです。福音書をみると菜種油のにおいが家全体に満ちたと書き記されていますが、それと同じように愛の雰囲気が三人兄弟のうちを包んでいました。本当の意味での礼拝者だったのです。して主は、満足して下さったのです。主に対する、このようなマリアの愛は、主が何にもまして求めておられることです。イエス様は、私たちが心から全てを捧げ、主を愛しているかどうかを見ておられます。

そしてレビ人の第二番目の特徴は、前に言いましたように真の奉仕でした。或いは仕えることでした。我々のご奉仕は、瞬間瞬間、主を見上げ、主により頼みすがっていくご奉仕でなくてはなりません。レビ人は、驚くほど沢山の奉仕をなしたのでありますが、このレビ人たちはご奉仕に自分の力、自分の能力に寄り頼まないで、ただ主の力により頼んだのです。我々のご奉仕も信仰の表れでなければなりません。もしそうするならば、どんな小さなことも真のご奉仕となります。パウロは、次のように書き記したことがあります。

「何をするにも、人に対してではなく主に対してするように心から働きなさい。」

「飲むにも食べるにもまた、何事をするのにも全て神の栄光のためにすべきである。」

「全てを通して、神の御臨在が神の御栄光が明らかになるように。」

それが何であれ信仰をもって御栄のためにやるならば、それは真のご奉仕であるということです。キリスト者の使命について考えると、この間使徒の働きから一箇所読みましたが、イエス様は、次のように言われたのです。

使徒の働き1:8

8 しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにまで、わたしの証人となります。」 

キリスト者の使命は、全世界に福音が宣べ伝えられることです。もし私たちが大胆な証し人でなかったら、管がつまっているのです。へりくだりましょう。管が通り良くなるために。
ベタニヤにかえりましょう。ベタニヤに生涯を通してイエス様を愛し貫いた。マリアだけでなく主に忠実に仕えたマルタもいたのであります。ですから私たちは、この主に対する愛に満ちた中で同時に、主に対してなされた忠実な奉仕を見ることができます。このマルタはイエス様のために、自分のためじゃないのです、他の人のためよりも主のために食事を準備したのです。我々も同じように主に対して奉仕する者であるのでしょうか。これは、他人のみでありこれをやるのでしょうか。

献身をし、できるだけ多くの奉仕をするのが問題ではありません。私たちがイエス様に対して奉仕してるかが問題です。また、マルタがイエス様のために食事を用意したときに何を考えたのでありましょうか。「これを作ったら、主は大喜びになるのでしょうか。こうやったら主は、満足するのでありましょうか。」イエス様を喜ばせたいという気持ちでいっぱいだったと思います。

これこそが大切なのです。私たちは、主の御前に出るときに主は、私たちの奉仕を心から喜び、満足しておられるのでありましょうか。そうなったら、私たちは初めて主の喜ばれたベタニヤとなることができる。主の憩いの場所となることができるのです。

私たちは、この二人の姉妹を見るとイエス様に対する真の愛と、イエス様に対する真の奉仕という主の御心にかなった二つの大切なことがらを見ることができます。けれどもこの二つ、主に対する愛、主に対するご奉仕が決して最後ではありません。私たちの主イエス様は、もっと大いなることを、望んでおられるお方です。けれども、何と言ってもまず第一に、この愛と奉仕がなければ、主は私たちをもっと先へ導くことができません。

第三番目になりますが、私たちが主のよみがえりの力を経験しなければならないということです。イエス様は、何を願っておられるのでしょうか。イエス様は今、死の暗闇を通り、その後、主のみことばによってよみがえらせられた、ラザロと食を共にし、交わりを持ちたく願っているのであります。聖書を読むと、主のために働いた人たちを見ると、また教会の歴史を見て主によって用いられた人々を見ると、それらの人たちは、主に対して二つに分かれていない愛を持ち、また忠実な奉仕をした結果は何であったかといいますと、死のような苦しいところを通らされ、後によみがえりの力を持っていたことです。

イエス様の救いにあずかり、イエス様をよりよく知ろうと思えば、イエス様に用いられたいと願うようになれば必ず、戦いの中に閉じこめられるのでありましょう。この戦いに勝つためには、全力を挙げて走らなければならないと聖書は言っております。なぜならこの戦いは激しいものであるからです。パウロは、キリスト者の生涯を競技者に例えていますが、

コリント人への手紙第I、9:24

24 競技場で走る人たちは、みな走っても、賞を受けるのはただひとりだ、ということを知っているでしょう。ですから、あなたがたも、賞を受けられるように走りなさい。 

それから、

へブル人への手紙12:1

1 こういうわけで、このように多くの証人たちが、雲のように私たちを取り巻いているのですから、私たちも、いっさいの重荷とまつわりつく罪とを捨てて、私たちの前に置かれている競走を忍耐をもって走り続けようではありませんか。 

それからパウロはもう1箇所、使徒の働き20章24節で次のように告白しています。よく知られているところです。すばらしい告白であります。

使徒の働き20:24

24 けれども、私が自分の走るべき行程を走り尽くし、主イエスから受けた、神の恵みの福音をあかしする任務を果たし終えることができるなら、私のいのちは少しも惜しいとは思いません。 

こういうふうにパウロは、キリスト者の戦いについて書き記したのであります。キリスト者の生涯を競技者に例えているわけです。これらの言葉を読むと、信仰の競争を走り貫くには、いろいろな物を捨てなければならないことが分かるのではないでしょうか。それが思い煩いである場合もありましょう。憂鬱な気持ち、不信仰、不従順、人間を恐れる恐れかも知れません。また、十字架を負うことを拒むことであるかも知れません。
悪魔は、神に用いられ、神の御業のために心を尽くしてご奉仕しようと心がけている者の上に集中的に攻撃してきます。主の御臨在をもちはこび、真のご奉仕にかなう人たちは、地獄の憎しみの真ん中に置かれ、悪魔の攻撃の目標に置かれます。もし悪魔の目的の中心に立たされていないならば、我々の礼拝、我々のご奉仕は、根本から誤っていると言わなければなりません。この戦いは、厳しい現実です。この激しい戦いにあるときも、なお主が成し遂げてくださった完全な勝利に包まれて雄々しく立っていなければならないのです。勝利を得るために戦うならば、その人はそのとき負けてしまいます。悪魔の力を伺い、このように、あのように戦おうと考えるとき、もうすでに負けてしまっているのです。ゴルゴダの丘の上で、十字架の上でイエス様が勝ってくださった勝利は、完全なる勝利です。勝利のために戦う必要は少しもありません。我々が戦おうとする試み、戦いは私たちを絶望に陥れるだけなのです。

イエス様は、完全な勝利をお取りになりました。悪魔は、討ちまかされた敗北者です。これを堅く信じなければなりません。不安、いろいろな思い煩い、周りを見て、行く末を見て考えること、これらは無益なことです。父なる神の右に座したもうイエス様から、目をそらす瞬間、私たちは、証し人としての力をなくしてしまいます。普通の世人と同じ状態になってしまいます。

イスラエルの民を取り巻く敵たちは、会見の幕屋を見たとき、その上にとどまる主の臨在を見ました。主を知らない人たちが、我々の真ん中に来るとき、私たちの内に光輝く主を見るでありましょうか。或いは、失望して元気のない惨めな人を見るのでありましょうか。どちらかでしょう。私たちの戦いは、勝利で始まります。勝利から始まります。イエス様は完全な勝利者となられましたから、私たちも勝利者となることはできますし、また、そうする必要があります。

どんなに悪魔の力が強く、攻撃が激しくとも、私たちはイエス様が私たちのためになしてくださった勝利のうちに堅く立っていなければなりません。けれども、私たちは実際にどうでしょうか。イエス様の勝利の真ん中に立っているのでしょうか。聖書ではなるほど、主の勝利を告げています。また、私たちは過去に勝利を収めたかも知れませんが、今、今日、勝利の真ん中にいるのでありましょうか。

もし、私たちが勝利の真ん中に堅く保っているならば、主の証し人として生きていることになります。今日、新しくイエス様が、十字架でなしてくださった完全な勝利に心からの感謝を捧げたいものです。私たちは、もうすでに悪魔の攻撃に対する答えを持っているのです。

私たちもレビ人と同じように、悩みと苦しみと誤解と無理解の荒野のまっただ中で、なお、主の臨在を願い、御栄えのためにひたすら前進する者になっているのでありましょうか。臨在の雲は我々の上に留まっているのでありましょうか。私たちは、主の喜ばれる者となっているのでありましょうか。私たちの目は、主の偉大さに開かれ、私たちは、真の礼拝する者となっているのでありましょうか。私たちは、全身全霊をあげて主に寄り頼んでいるのでありましょうか。それとも私たちの奉仕は、肉の力でなされているのでありましょうか。あらゆる問題の中にイエス様の勝利が、もたらされ、私たちはそれを喜ぶことができているのでありましょうか。

私たちに与えられた使命とは、いったい何なのでありましょうか。主イエス様の香り輝く栄光の知識を明らかにすることだと、コリント人への手紙第IIに書き記されています。

コリント人への手紙第II、4:6-7

6 「光が、やみの中から輝き出よ。」と言われた神は、私たちの心を照らし、キリストの御顔にある神の栄光を知る知識を輝かせてくださったのです。 

7 私たちは、この宝を、土の器の中に入れているのです。それは、この測り知れない力が神のものであって、私たちから出たものでないことが明らかにされるためです。 

私たちは、この宝を土の器の中に持っているとパウロは言っています。何の宝でしょうか。キリストの香り輝く神の栄光の知識です。私たちの使命は、いったい何なのでしょうか。私たちの働きや目的は、何なのでしょうか。キリストの香り輝く神の栄光の知識を明らかにすることなのです。これは偉大なる使命です。

私たちの場合はいったいどうでしょうか。私たちは、イエス様を信じる者になったのですが、キリストの香り輝く神の栄光の知識を明らかにするのでありましょうか。これこそが私たちに与えられている使命です。神の栄光を現すのは、よみがえりのいのちです。明らかになるのは、いつも自分のわがままであるか、主のよみがえりのいのちか、どちらかです。パウロの生活を見ると、これがよくわかるはずなのです。神の御栄光は、よみがえりの力です。

パウロは、死に面したこともしばしばあった。また、生きる望みさえ失ってしまった。いつも、イエスの死をこの身に負っているとパウロは、告白しています。パウロは、とっても強かったのでしょうか。パウロの利口さのせいでしょうか。いえ、決してそうではありません。パウロの彼の証しは、今読みましたところなのですね。7節

コリント人への手紙第II、4:7

7 私たちは、この宝を、土の器の中に入れているのです。それは、この測り知れない力が神のものであって、私たちから出たものでないことが明らかにされるためです。 

土の器に宿っているよみがえりの力は、パウロの生活の秘訣だったのです。あなたは土の器でしょうか。「ああ、私は弱い者だ。あまり役にたちません。主が、私を用いることができないでしょう。」などと言うのでありましょうか。パウロは、実に土の器でしたけれど、パウロはこの土の器こそ、神の計り知れない力の器であるべきだと確信しました。神がこの土の器によってだけ、御自分の計り知れない力を表わすことができるのです。
先ほどのふたりの姉妹の弟、ラザロを見てみましょう。ラザロは、イエス様に愛された者だったのです。ラザロのついて書かれているヨハネの福音書11章の一番初めに「一人の病人があった。それは、ラザロだった。」と書かれています。どうしてイエス様は、ラザロが病気になることをお許しになったのでしょうか。ラザロは、心からイエス様を愛し、またイエス様は、心からラザロを愛したのです。なぜラザロは、病気になったのでありましょうか。

そのときのラザロを想像してみましょう。彼は、病の床に倒れました。日を追うに従ってだんだん衰弱して行きました。しかしイエス様は、来られません。「ああ、もしイエス様がここにおられたら、そうしたら何の問題もないのに。」本当に、もしイエス様がおられるなら問題はないのでしょうか。

もちろん、ラザロにとって主がおられるなら、何の問題もありません。病もすぐに治ったでしょう、けれどそれは、イエス様の御心ではなかったのです。だからイエス様は、すぐにラザロのもとに来ようとしなかったのです。もちろん心の中では、3人の兄弟姉妹をあわれみ、泣いたでしょう。イエス様は、一刻も早くラザロを助けたかったのですけど、御心は違ったところにありました。ですからすぐには、ラザロの元においでにならなかったのです。

ラザロがイエス様のよみがえりの力を経験するには、死を通らなければならなかったのです。我々の信仰生活におきましても、主は、同じような導き方をされます。恐ろしい自分を愛する愛と、主を愛する愛は、共にあることはできません。自分の名前を人に知ってもらおうというような気持ちと、主に対する真の奉仕は、両立しません。己の考えと計画も、これらと一緒に死に渡されないと、よみがえりの力を自分のものとすることはできません。

私たちの信仰には、いろいろな思い掛けないことが起こります。そうすると「いったいどうしてだろう、なぜだろう。」と考えます。けれどそれも乗り越え、見えないところを信仰によって希望を抱き、前進しますが、その結果は、思い掛けない悲劇に終わることもあります。すべてを主にゆだねて進んでも、何の変化も起きないことが往々にしてあります。信仰によって歩み、絶望し、その絶望の中から小さい光を見つけ、それに取りすがり、何とかして浮かび上がろうとしますが、打ちのめされて、全く絶望してしまいます。「自分はもうダメだ。自分の前には、死がまっている。墓がまっている。」とさえ思うこともあるでしょう。そこまで主が私たちを、導いてくださるとき、そうなって始めて、絶望して初めて主が、私たちをしっかり握ってくださいます。それは、いったいどういうわけでしょうか。それは、イエス様は、私たちを通してよみがえりの力を表したいからです。
それは理論でもなく、説教でもなく、また特別な教えでもなく、主の御心なのです。あなたの生活、また私の生活は、イエス様の証しのためでなくてはいけません。よみがえりの力の証しでなければいけません。けれど、主の御心はもちろん死ではなく、いのちである。しかしこのいのちは、死を通して始めてやって来るというところに目を留なければいけません。
ヨハネの福音書12章2節に、「イエス様と一緒に食卓についたものの内にラザロも加えられていました。」ラザロが何かを喋ったとは書いていません。ラザロは、別段説教者ではなかった様です。けれども12章9節から11節には、驚くべきラザロの証しが書かれてあります。

ヨハネの福音書12:9-11

9 大ぜいのユダヤ人の群れが、イエスがそこにおられることを聞いて、やって来た。それはただイエスのためだけではなく、イエスによって死人の中からよみがえったラザロを見るためでもあった。 

10 祭司長たちはラザロも殺そうと相談した。 

11 それは、彼のために多くのユダヤ人が去って行き、イエスを信じるようになったからである。 

彼らは、当時結局ユダヤから、ユダヤ教から去ってしまったのです。ユダヤ教は、結局、形式的ないのちのないものになってしまったのです。今日言えることは、多くの人たちは組織されたいのちのない教会を離れると、周りの人のいわゆるクリスチャンたちは、憎しみを感じるようになるのではないでしょうか。結局、祭司長たちは、ラザロを殺そうと相談したわけです。彼を通して多くの人たちは、イエス様に対する飢え乾きを感じるようになり、イエス様によって満たされるようになったのです。

この箇所を見るとラザロは、口で証しをしなかたようです。よみがえらせられた生きたいのちで証ししました。よみがえり力で生活するとはいったいどういうことなのでしょうか。「主よ、あなたが召して下さった御奉仕に力がない、私は何一つできない。この奉仕をするのは、あなたでなければダメです。私を導き、力を与えて下さい。」という全く自分の無力を認めた生活がそれなのです。

すなわち、生まれながらの力、人間の知恵で起こる生活ではなく、全く主に寄り頼む生活こそ、よみがえりの力による生活の道です。多くの人は、ラザロの証しを通してイエス様を信じるようになり、救われたのですけど、それで終わりではありませんでした。ラザロが証しした時、悪魔も祭司長たち、聖書学者たちを通してラザロを殺そうと攻撃してきました。すなわち、悪魔にとってよみがえりの力より嫌なものはありません。

私たちは、ラザロと同じように主と共なる交わりを持ちたく思っているのでありましょうか。主と共なる交わりをうるには、苦しみも、攻撃も、戦いも経験しなければいけないでしょう。第一に死を通らなければなりません。誤解もあり、迫害もあるかも知れません。それとも私たちは、もっと楽な道を選びたいと思うのでしょうか。
私たちは、今、末の世に生きています。イエス様は、間もなくおいでになるでしょう。どこへ行っても、あそこには暗黒と混乱があります。けれどもし私たちが、イエス様の御心が何であるかをよく知っているなら、大きな喜びを持って信仰生活を前へ進むことができます。

簡単にまとめてみますと、ベタニアは、主に対する分かたれざる愛が満ちているところでした。また、主に対する御奉仕、忠実な奉仕がなされたところでした。そして、イエス様のよみがえりの力が表されたところでした。

私たちは、深い、聖い、分裂のない愛を持ってイエス様を愛し、主のみこころにかなうようにと心を用いて、主に奉仕し、暗黒と死と墓を通り過ぎ、よみがえりの力を経験した者として、その力を証しする者となりたいものです。また、レビ人のように主に礼拝し、人に使え、悪霊に戦う者となりたいものです。そして、主の御臨在を表していきたいものです。

